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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データ通信システムにおいてリソースを割り当てるための方法において、
　アクセス端末とデータの通信のためのデータネットワークとの間の新しい接続を開くた
めの要求を検出することと、
　検出された要求に応答して、前記アクセス端末と前記データネットワークとの間のアク
セスネットワークが過負荷条件を有しているかどうかを決定することと、
　前記アクセスネットワークが前記過負荷条件を有しているなら、前記アクセス端末と前
記データネットワークとの間の前記アクセスネットワークにおいて、任意の先在のアイド
ルオープン接続があるかどうかを決定することであって、各アイドルオープン接続は割り
当てられた通信リソースを有することと、
　（ａ）オープン接続時間および（ｂ）先在のアイドルオープン接続の以前のデータトラ
ヒックアクティビティの少なくとも１つに基づいて前記先在アイドルオープン接続の１つ
を選択することと、
　前記選択された先在アイドルオープン接続をリリースすることと、
　前記リリースされた、選択された先在アイドルオープン接続に対応する通信リソースを
前記新しい接続に割り当てることと、
を備えた方法。
【請求項２】
　前記過負荷状態を決定することは、（ａ）前記アクセスネットワーク内の通信リソース
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が限定されているかどうか決定することと、（ｂ）チャネルあたりの事前設定された数の
最大接続は到達されたかどうかを決定することと、（ｃ）リバースリンク負荷しきい値は
超えられたかどうかを決定することのうちの少なくとも１つを備えた、請求項１の方法。
【請求項３】
　前記先在アイドルオープン接続の１つを選択することは、
　２以上のアイドルオープン接続のアイドルオープン接続時間を比較することと、
　前記２つ以上のアイドルオープン接続から、最も長いアイドルオープン状態接続を有す
るアイドルオープン接続を選択することと、
を備えた、請求項１の方法。
【請求項４】
　先在するアイドルオープン接続の１つを選択することは、
　前記アイドルオープン接続がビジーオープン状態にあったとき、前記アイドルオープン
接続により以前に転送されたデータの量を比較することと、
　どのアイドルオープン接続が所定の期間に所定のデータ量を以前に転送したかを決定す
ることと、
を備えた、請求項１の方法。
【請求項５】
　前記所定のデータ量は、転送された最大のデータ量である、請求項４の方法。
【請求項６】
　先在するアイドルオープン接続の１つを選択することは、
　前記アイドルオープン接続がビジーオープン状態であったとき、前記アイドルオープン
接続のデータ転送レートを比較することと、
　どのアイドルオープン接続が所定の期間に所定のデータレートでデータを転送したかを
決定することと、
を備えた、請求項１の方法。
【請求項７】
　前記所定のデータレートは、最も高いデータレートである、請求項６の方法。
【請求項８】
　前記所定の期間は、前記アイドルオープン接続がビジーオープン状態であったときの期
間である、請求項６の方法。
【請求項９】
　前記先在するアイドルオープン接続の１つを選択することは、さらにランダム選択に基
づいている、請求項１の方法。
【請求項１０】
　前記先在アイドルオープン接続の１つを選択することは、
　２つ以上のアイドルオープン接続の合計アイドルオープンとビジーオープン接続時間を
比較することと、
　どのアイドルオープン接続が最も長い結合されたアイドルオープン状態接続時間とビジ
ーオープン状態接続時間を有するかを決定することと、
を備えた請求項１の方法。
【請求項１１】
　アイドルオープン接続が無いなら、
　オープン接続がビジーオープン状態にあるかどうかを決定することと、
　前記ビジーオープン状態をリリースすることと、
をさらに備えた、請求項１の方法。
【請求項１２】
　アイドルオープン接続が無いなら、
　２以上のオープン接続がビジーオープン状態であるかどうかを決定することと、
　どのビジーオープン接続が最も長いビジーオープン状態接続時間を有するかを決定する
ことと、
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　前記最も長いビジーオープン状態接続時間を有するビジーオープン接続をリリースする
ことと、
をさらに備えた、請求項１の方法。
【請求項１３】
　アイドルオープン接続が無いなら、
　２つ以上のオープン接続がビジーオープン状態にあるかどうかを決定することと、
　どのビジーオープン接続が所定の期間に所定のデータ量転送したかを決定することと、
　前記所定の期間に前記所定のデータ量転送するために使用されたビジーオープン接続を
リリースすることと、
をさらに備えた、請求項１の方法。
【請求項１４】
　前記所定のデータ量は転送される最大のデータ量である、請求項１３の方法。
【請求項１５】
　前記所定の期間は、前記オープン接続が前記ビジーオープン状態であるときの期間であ
る、請求項１３の方法。
【請求項１６】
　アイドルオープン接続が無いなら、
　２つ以上のオープン接続がビジーオープン状態であるかどうかを決定することと、
　どのビジーオープン接続が所定の期間に所定のデータレートでデータを転送したかを決
定することと、
　前記所定の期間に前記所定のデータレートでデータを転送するために使用されたビジー
オープン接続をリリースすることと、
をさらに備えた、請求項１の方法。
【請求項１７】
　前記所定のデータレートは、最も高いデータレートであり、請求項１６の方法。
【請求項１８】
　アイドルオープン接続が無いなら、
　２つ以上のオープン接続がビジーオープン状態であるかどうかを決定することと、
　どのビジーオープン接続が最も長い結合されたアイドルオープン状態接続時間およびビ
ジーオープン状態接続時間を有するかを決定することと、
をさらに備えた、請求項１の方法。
【請求項１９】
　ビジーオープン状態にある少なくともオープン接続と、アイドルオープン状態にある少
なくともオープン接続を決定することをさらに備えた請求項１の方法。
【請求項２０】
　前記オープン接続は、前記ビジーオープン状態にある２つ以上のオープン接続と、前記
アイドルオープン状態にある２つ以上のオープン接続を含み、
　どのオープン接続が最も長いアイドルオープン状態接続時間を有するかを決定すること
と、
　前記最も長いアイドルオープン状態接続時間を有する前記オープン接続をリリースする
ことと、
をさらに備えた、請求項１９の方法。
【請求項２１】
　前記オープン接続は、前記ビジーオープン状態にある２以上のオープン接続と、前記ア
イドルオープン状態にある２以上のオープン接続を含み、
　どのオープン接続が最も長いビジーオープン状態接続時間を有するかを決定することと
、
　前記最も長いビジーオープン状態接続時間を有するオープン接続をリリースすることと
、
をさらに備えた、請求項１９の方法。
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【請求項２２】
　前記オープン接続は、前記ビジーオープン状態にある２以上のオープン接続と、前記ア
イドルオープン状態にある２以上のオープン接続を含み、
　どのオープン接続が所定の期間に所定のデータ量転送したかを決定することと、
　前記所定の期間に前記所定のデータ量転送するために使用される前記決定されたオープ
ン接続をリリースすることと、
をさらに備えた請求項１９の方法。
【請求項２３】
　前記所定のデータ量は、転送される最大データ量である、請求項２２の方法。
【請求項２４】
　前記オープン接続は、前記ビジーオープン状態にある２つ以上のオープン接続と、前記
アイドルオープン状態にある２つ以上のオープン接続を含み、
　どのオープン接続が所定の期間で所定のデータレートでデータを転送したかを決定する
ことと、
　前記所定の期間に前記所定のデータレートでデータを転送するために使用される前記決
定されたオープン接続をリリースすることと、
をさらに備えた、請求項１９の方法。
【請求項２５】
　前記所定のデータレートは最も高いデータレートである、請求項２４の方法。
【請求項２６】
　前記オープン接続は、前記ビジーオープン状態にある２つ以上のオープン接続と、前記
アイドルオープン状態にある２つ以上のオープン接続を含み、
　どのオープン接続が最も長い結合されたアイドルオープン状態接続時間とビジーオープ
ン状態接続時間を有するかを決定することと、
　前記最も長い結合されたアイドルオープン状態接続時間と、ビジーオープン状態接続時
間とを有した前記決定された接続をリリースすることと、
をさらに備えた、請求項１９の方法。
【請求項２７】
　前記アクセスネットワークが過負荷状態を有するかどうかを前記決定することは、
　所定数の既存の接続を決定することと、
　前記過負荷状態は前記既存の接続の数に基づいていることを含む、請求項１の方法。
【請求項２８】
　リバースリンクの利用とアクティビティを監視することであって、前記過負荷状態は、
前記利用とアクティビティのレベルに基づいていることをさらに備えた、請求項１の方法
。
【請求項２９】
　データ通信システムにおいてリソースを割り当てるための装置において、
　アクセス端末とデータネットワークとの間のアクセスネットワークにおいて、複数の通
信リソースを管理するためのリソースマネージャーと、
　新しい接続に通信リソースを割り当てるための要求を行うリソースマネージャーと通信
する複数の接続コントローラーと、
を備え、
　前記リソースマネージャーは、前記アクセス端末と前記データネットワークとの間のデ
ータの通信のために新しい接続を開くための要求を検出し、検出された要求に応答して、
前記アクセス端末と前記データネットワークとの間のアクセスネットワークが過負荷条件
を有しているかどうかを決定し、任意の先在アイドルオープン接続が前記アクセスネット
ワーク内にあるかどうかを決定するように構成され、各アイドルオープン接続は割り当て
られた通信リソースを有し、（ａ）オープン接続時間および（ｂ）前記アイドルオープン
接続の以前のデータトラヒックアクティビティの少なくとも１つに基づいて先在アイドル
オープン接続の１つを選択し、前記選択された先在アイドルオープン接続をリリースし、
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前記新しい接続に、前記リリースされ、選択されたオープン接続に相当する通信リソース
を割り当てるための装置。
【請求項３０】
　前記過負荷状態を決定することは、（ａ）前記アクセスネットワーク内の通信リソース
が限定されるかどうかを決定すること、（ｂ）事前設定された数のチャネルあたりの最大
接続が到達されたかどうかを決定すること、（ｃ）リバースリンク負荷しきい値が超えら
れたかどうかを決定することの少なくとも１つを備えた、請求項２９の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　開示した実施の形態はデータ通信の分野に関する。特に、開示した実施の形態は、過負
荷状況下でのデータ通信システムにおいて通信リソースの効率的な使用のための方法およ
び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　データの通信のための通信システムは多くの異なる要因によりその容量に到達している
かもしれない。通信システムは、アクセスネットワーク、パケット交換データネットワー
ク、および多数のアクセス端末を持つことが出来る。アクセス端末およびアクセスネット
ワークは多数の通信プロトコルに準拠しながら、データの通信のための接続を確率し維持
する。アクセス端末とアクセスネットワークとの間の接続は、無線リンクを介して行なっ
てもよい。データの流れは、アクセス端末からアクセスネットワークへ、またはアクセス
ネットワークからアクセス端末へまたはその両方の場合がある。アクセス端末は、ラップ
トップパーソナルコンピュータのような計算装置に接続することもできるし、あるいはパ
ーソナルデジタルアシスタントのような内蔵型のデータ装置であってもよい。携帯電話の
ような子局もアクセス端末であってよい。アクセス端末とアクセスネットワークは、アク
セスネットワークを起源とする順方向リンクおよびアクセス端末を起源とする逆方向リン
クを介して通信することができる。
【０００３】
　アクセスネットワークは、採用される技術のタイプに応じていくつかの要因によりその
容量に到達するかもしれない。一般に、ユーザの数およびデータ通信に対するユーザの要
望に応じて、アクセスネットワークはその容量に到達するかもしれない。データの流れに
対するユーザの要望の強さはアプリケーションおよび通信されるデータのタイプに依存す
る。アプリケーションは、データファイルのダウンロード、インターネットのウエブブラ
ウジング、オーディオ／ビデオストリーミング、商取引のようなトランザクション志向の
アプリケーション、ゲームに興じる等を含むことができる。データのタイプは文献、画像
、オーディオ／ビデオ等を含むことができる。過密状態または過負荷状態において、アク
セスネットワークへのアクセスを試みようとしている新しいユーザは利用可能なリソース
の欠如によりアクセスが否定されるかもしれない。そのような阻止スキームは音声ネット
ワークに対しては適当かもしれないが、データネットワークにおいては、ユーザは、全く
接続されないよりも遅いデータの流れに従った接続を持つことを好むかもしれない。
【０００４】
　一般にこの目的を達成するために並びにその他の目的を達成するために、過負荷条件下
の通信システムにおいて、通信リソースの効率的な使用のための技術の必要性が存在し、
この技術は通信リソースの使用が過密レベルに到達したとしてもユーザのネットワークへ
のアクセスを可能にする。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
データの通信のための通信システムにおいて、方法と装置は、過負荷条件およびデータの
通信のためにユーザに対して接続をオープンするための要求を検出し、オープン接続を選



(6) JP 4409173 B2 2010.2.3

10

20

30

40

50

択し、選択されたオープン接続を解放し、ユーザに、選択されたオープン接続を解放する
ことに基づいて解放されたリソースに対応する通信リソースを割当てる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　この発明の特徴、目的および利点は、全体を通して同一部に同符号を付した図面ととも
に以下に述べる詳細な記載からより明白になるであろう。
【０００７】
　過負荷条件下での通信リソースの効率的な使用のための新規で改良された方法および装
置が記載される。ここに記載される１つ以上の例示実施の形態はデジタル無線通信システ
ムとの関連で述べられる。この背景内での使用は都合がよいけれども、この発明の異なる
実施の形態は異なる環境または異なる構成に組み込むことができる。一般に、ここに記載
された種々のシステムは、ソフトウエア制御されたプロセッサ、集積回路またはディスク
リートロジックを用いて形成することができる。アプリケーション全体を通して参照され
るかもしれないデータ、命令、コマンド、情報、信号、記号、およびチップは、有利に、
電圧、電流、電磁波、磁界、磁性粒子、光学界、光学粒子またはそれらの組合せにより表
される。さらに、各ブロック図に示されるブロックはハードウエアまたは方法ステップを
表すことができる。
【０００８】
　図１は一実施の形態に従う通信システム１００を図解する。アクセス端末１０４Ａ－Ｃ
はデータの通信のためにアクセスネットワーク１０１との無線接続を確率し維持する。デ
ータ通信は、データネットワーク１０２上に存在するホストとの通信であってもよい。ア
クセス端末１０４Ａ－Ｃとアクセスネットワーク１０１との間の無線接続はそれぞれデー
タリンク１１１－１１３を介した状態であってもよい。各リンクは順方向リンクと逆方向
リンクを含めても良い。アクセス端末１０４Ａ－Ｃとアクセスネットワーク１０１は、そ
れぞれの端末からデータが送信されるかまたはそれぞれの端末においてデータが受信され
るかに応じて、送信器ユニット、または受信器ユニットまたは同時に両方として動作して
もよい。一実施の形態において、通信システム１００におけるデータ通信は参照すること
によりここに組み込まれる符号分割多重アクセス２０００高データレートインターフェー
ス仕様に従うようにしてもよい。この仕様のコピーは、ワールドワイドウエブのwww.3gpp
2.orgをアクセスすることにより得ることができる。
【０００９】
　図２は順方向リンク上のデータ通信のために使用してもよい一実施の形態に従う順方向
チャネル構造２００を図解する。順方向リンク通信は、アクセスネットワーク１０１から
始まる。順方向チャネル構造２００は、パイロットチャネル２０１、媒体アクセス制御（
ＭＡＣ）チャネル２０２、トラヒックチャネル２０３およびコントロールチャネル２０４
を含んでも良い。ＭＡＣチャネル２０２は逆方向活動チャネル２０６および逆方向電力制
御チャネル２０７を含んでも良い。逆方向活動チャネル２０６は逆方向リンク上の活動レ
ベルを示すために使用される。逆方向電力制御チャネル２０７はアクセス端末１０４が逆
方向リンク上で送信することができる電力を制御するために使用される。
【００１０】
　図３は、一実施の形態に従って、逆方向リンク上のデータ通信のために使用してよい逆
方向チャネル構造３００を図解する。逆方向リンク通信はアクセス端末１０４から始まる
。逆方向チャネル構造３００はアクセスチャネル３５０およびトラヒックチャネル３０１
を含む。アクセスチャネル３５０はパイロットチャネル３５１およびデータチャネル３５
３を含む。トラヒックチャネル３０１はパイロットチャネル３０４、ＭＡＣチャネル３０
３、アクノレジメント（ＡＣＫ）チャネル３４０、およびデータチャネル３０２を含む。
ＭＡＣチャネル３０３は逆方向リンクデータレートインジケータチャネル３０６およびデ
ータレート制御チャネル３０５を含む。ＡＣＫチャネル３４０は一単位のデータがアクセ
ス端末１０４において、成功裏に復号されたかどうかを通信するために使用される。逆方
向レートインジケータチャネル３０６はアクセス端末１０４が現在送信しているレートを
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示すために使用される。データレート制御チャネル３０５は順方向リンク２００を介して
アクセス端末が受信することができる、および／または受信を所望するデータレートを示
す。
【００１１】
　図４は、一実施の形態に従って、アクセス端末１０４とアクセスネットワーク１０１と
の間の大気中インターフェースを介した通信プロトコルスタックを図解する。順方向チャ
ネル２００と逆方向チャネル３００の動作は通信プロトコルスタック４００に従ってもよ
い。通信プロトコルスタック４００は、物理層４０１、ＭＡＣチャネル層４０２、セキュ
リティ層４０３、接続層４０４、セッション層４０５、ストリーム層４０６、およびアプ
リケーション層４０７を含んでも良い。物理層４０１は、順方向チャネル２００および逆
方向チャネル３００のためのチャネル構造要件、周波数要件、電力出力要件、変調要件、
および符号化要件を供給する。ＭＡＣチャネル層４０２は物理層４０１を介して受信およ
び送信するために使用されるプロシージャを定義する。セキュリティ層４０３は立証サー
ビスおよび暗号化サービスを供給する。接続層４０４は、大気中リンクデータ接続確立サ
ービスおよびメインテナンスサービスを提供する。セッション層４０５はプロトコルネゴ
シエーション、コンフィグレーション、およびセッションステートメインテナンス機能性
を提供する。ストリーム層４０６は異なったアプリケーションの多重化を提供する。アプ
リケーション層４０７はアクセスネットワークとアクセス端末との間でシグナリングおよ
びユーザデータを運ぶためのデフォルトシグナリングおよびデフォルトパケットアプリケ
ーションを提供する。
【００１２】
　図５は、一実施の形態に従って、セッション層プロトコル４０５に従ってアクセスネッ
トワーク１０１およびアクセス端末１０４における動作状態を図解する。データフローの
ための接続をセットアップすることができる前に、アクセス端末１０４とアクセスネット
ワーク１０１との間でセッションを確立する必要がある。セッション層プロトコル４０５
はアクセス端末１０４とアクセスネットワーク１０１を制御し、アクセス端末１０４とア
クセスネットワーク１０１がネゴシエートし、セッションを構成することを可能にする。
セッション層プロトコル４０５は一実施の形態に従って、アクセス端末１０４とアクセス
ネットワーク１０１との間でセッションを開き、閉じ、管理するという制御観点を提供す
る。セッションが開かれると、アクセス端末１０４とアクセスネットワーク１０１は、制
御情報およびユーザデータの交換のための接続を設定することができる。
【００１３】
　セッション層プロトコル４０５の動作状態６０１はアクセスネットワーク１０１とセッ
ションを開始し、確立し、閉じるためのアクセス端末に関する。セッションオペレーティ
ングステート６０１は、インアクティブステート(inactive state)、アドレスマネージメ
ントプロトコル（ＡＭＰ）セットアップステート６０３およびオープンステート６０４を
含んでよい。セッション層プロトコル４０５のオペレーティングステート６５１はアクセ
ス端末１０４とセッションを確立し、閉じるアクセスネットワーク１０１に関する。セッ
ションオペレーティングステート６５１はＡＭＰセットアップステート６５２、オープン
ステート６５３およびクローズステート６５４を含む。
【００１４】
　アクセス端末１０４は、一実施の形態に従って、インアクティブステート６０２におい
て開始し、アクセスネットワーク１０１はＡＭＰセットアップステート６５２において開
始する。インアクティブステート６０２において、アクセスネットワーク１０１とアクセ
ス端末１０４は互いに通信しない。セッションを起動するために、アクセス端末１０４は
ＡＭＰセットアップステート６０３に入る。ＡＭＰセットアップステート６０３において
、アクセス端末１０４とアクセスネットワーク１０１はＡＭＰに従っていくつかのメッセ
ージを交換する。アクセスネットワーク１０１はユニキャスト(Unicast)アクセス端末識
別子（ＵＡＴＩ）をアクセス端末１０１に割当てる。ネゴシエーションとコンフィグレー
ションの成功する完了は遷移をそれぞれアクセス端末１０４の動作状態６０４およびアク
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セスネットワーク１０１の動作状態６５３に生じさせる。セッションが閉じれば、アクセ
スネットワーク１０１とアクセス端末１０４はそれぞれクローズステート６５４およびイ
ンアクティブステート６０２に入る。クローズステート６５４において、アクセスネット
ワーク１０１はアクセス端末１０４からのセッションクローズメッセージを待つ。セッシ
ョンクローズメッセージを受信するかまたはタイマーが満了すると、アクセスネットワー
ク１０１はＡＭＰセットアップステート６５２に遷移する。一実施の形態に従って、アク
セスネットワーク１０１は、アクセス端末１０４Ａ－Ｃとのセッションを維持するために
割当てられたいくつかのプロセッサまたは１つのプロセッサ内のいくつかのプロセスをも
つようにしてもよい。
【００１５】
　セッションを確立することは、データの通信のために接続を確立する前に要求される。
接続の確立と維持は、接続層プロトコル４０４により制御される。アクセス端末１０４と
アクセスネットワーク１０１はセッションを確立したかもしれないが、データの通信のた
めの接続を持たないかもしれない。さらに、一実施の形態に従って、アクセス端末１０４
とアクセスネットワーク１０１は１つのセッションの間に数回接続をオープンおよびクロ
ーズしてもよい。アクセス端末１０４がアクセスネットワーク１０１により提供されるサ
ービスエリアを離れるとき、またはアクセス端末１０４が通信を入手できない長期の間セ
ッションを閉じるようにしてもよい。アクセス端末１０４が利用できないことはアクセス
ネットワーク１０１により検出することができる。
【００１６】
　接続層プロトコル４０４は、一実施の形態に従って、大気中リンク接続の状態を処理す
るいくつかのサブプロトコルから構成するようにしてもよい。そのようなサブプロトコル
は大気中リンク管理（ＡＬＭ）プロトコル、初期化状態プロトコル、アイドル状態プロト
コル、および接続状態プロトコルを含んでも良い。ＡＬＭプロトコルはアクセス端末１０
４およびアクセスネットワーク１０１における全体の接続状態を維持する。ＡＬＭプロト
コルはその現在の状態に応じて他のプロトコルを活性化する。初期化プロトコルは、アク
セスネットワーク１０１を取得するプロセスにおいて、アクセス端末１０４に関連する行
動を実行する。アイドル状態プロトコルは、アクセスネットワーク１０１を取得したが、
オープン接続を持たないアクセス端末１０４に関連する行動を実行する。接続状態プロト
コルはオープン接続を有するアクセス端末１０４に関連するプロシージャを供給する。
【００１７】
　図６は一実施の形態に従って、無線リンク管理プロトコルのアクセスネットワーク１０
１およびアクセス端末１０４における動作状態を図解する。無線リンク管理プロトコルは
その関連する動作状態を介して、アクセス端末１０４によるアクセスネットワーク１９１
の初期取得を管理し、そして、アクセスネットワーク１０１とアクセス端末１０４との間
の接続の確立、維持、および終了を管理する。アイドル状態プロトコルおよび接続状態プ
ロトコルは、接続をオープンまたはクローズするためにアクセス端末１０４およびアクセ
スネットワーク１０１のための機構を供給する。図６は、一実施の形態に従って、アクセ
スネットワーク１０１に関連する無線リンク管理プロトコル状態７００およびアクセス端
末１０４に関連する無線リンク管理プロトコル状態７５０を描写する。
【００１８】
　アクセスネットワーク１０１のための無線リンク管理プロトコル状態７００は、アイド
ル状態７０１および接続状態７０２を含んでも良い。無線リンク管理プロトコル状態７０
０はまたアクセスネットワーク１０１のための（図示しない）初期化状態を含んでも良い
。初期化状態の単一のインスタンスはすべてのアクセス端末に仕えるであろう。アクセス
端末１０４のための大気中リンク管理プロトコル状態７５０は、初期化状態７５１、アイ
ドル状態７５２、および接続状態７５３を含んでもよい。初期化状態７５１の期間、アク
セス端末１０４は、アクセスネットワーク１０１のようなアクセスネットワークを取得す
る。アクセスネットワークを取得するために、アクセス端末１０４は最初にアクセスネッ
トワーク１０１のようなアクセスネットワークを選択する。第２に、アクセス端末１０４
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は選択されたアクセスネットワークから送信されたパイロットチャネルを取得し、第３に
アクセス端末１０４は選択されたアクセスネットワークと同期を取る。アクセスネットワ
ーク１０１が取得されると、アクセス端末１０４はアイドル状態７５２に入り、そしてア
クセスネットワーク１０１はアイドル状態７０１に入る。アクセスネットワーク１０１と
アクセス端末１０４はアイドル状態７０１、７５２の期間、接続を持たない。接続は、ア
クセスネットワーク１０１によるアイドル状態において、またはアクセス端末１０４によ
るアイドル状態７５２において開くことができる。
【００１９】
　アクセスネットワーク１０１とアクセス端末１０４との間の接続は、一実施の形態に従
って、アクセスネットワーク１０１とアクセス端末１０４の両方により開きまたは閉じる
ことができる。接続が開かれると、無線リンク管理プロトコルは接続状態にある。接続は
アクセスネットワーク１０１とアクセス端末１０４のいずれか１つにより閉じることがで
きる。接続はまた、アクセスネットワーク１０１とアクセス端末１０４との間の通信の損
失によっても閉じることができる。
【００２０】
　　図７は、一実施の形態に従って、アクセスネットワーク１０１に関連するアイドル状
態７０１において、およびアクセス端末１０４に関連するアイドル状態７５２において、
実行されるアイドル状態プロトコルの種々の状態を図解する。アクセス端末１０４におけ
るアイドル状態７５２におけるプロトコルの状態は、インアクティブ状態８５１、モニタ
状態８５２、スリープ状態８５３、および接続セットアップ状態８５４を含んでも良い。
アクセスネットワーク１０１におけるアイドル状態７０１におけるプロトコルの状態は、
インアクティブ状態８０１、モニタ状態８０３、スリープ状態８０２、および接続セット
アップ状態８５４を含んでも良い。アクセス端末１０４における電力を節約するために、
アクセス端末１０４とアクセスネットワーク１０１はスリープ状態８５３、８０２を維持
する。一実施の形態に従って、アクセスネットワーク１０１はスリープ期間の間メッセー
ジをアクセス端末１０４に送信しない、そして、アクセス端末１０４はスリープ期間の間
メッセージを受信することを期待しない。アクセスネットワーク１０１は一実施の形態に
従って、ページメッセージを送信することにより接続セットアップを開始することができ
、そして、アクセス端末１０４は接続要求メッセージに応答する。あるいは、アクセス端
末１０４は、接続要求メッセージを送信することにより接続セットアップを開始すること
ができる。接続セットアップは、それぞれアクセスネットワーク１０４の接続セットアッ
プ状態８０４およびアクセス端末１０４の接続セットアップ状態８５４において生じる。
接続が否定されないなら、アクセス端末１０４とアクセスネットワーク１０１は、接続を
セットアップするためにさらなるメッセージを交換する。このメッセージは、トラヒック
－チャネル－割当てメッセージ、ＡＣＫメッセージ、およびトラヒック－チャネル－完了
メッセージを含んでも良い。接続の確立が成功すると、アクセス端末１０４は（図６に示
す）接続された状態７５３となり、そして、アクセスネットワーク１０１は（図６に示す
）接続された状態７０２となる。
【００２１】
　図８は一実施の形態に従って、アクセスネットワーク１０１に関連する接続された状態
７０２において、およびアクセス端末１０４に関連する接続された状態７５３において、
実行される接続状態プロトコルの種々の状態を図解する。アクセス端末１０４のプロトコ
ル７５３の状態はインアクティブ状態９５１およびオープン状態９５２を含んでいてよい
。アクセスネットワーク１０１のプロトコル７０２の状態は、インアクティブ状態９０１
、オープン状態９０２、およびクローズ状態９０３を含んでいてよい。接続セットアップ
が成功すると、アクセス端末１０４は、インアクティブ状態９５１からオープン状態９５
２に移動する。同様に、接続セットアップが成功すると、アクセスネットワーク１０１は
、インアクティブ状態９０１からオープン状態９０２に移動する。アクセス端末１０４と
アクセスネットワーク１０１は、オープン状態９５２および９０２にあるとき、データを
通信することができる。アクセス端末１０４は、アクセスネットワーク１０１にデータを
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通信するために逆方向トラヒックチャネル３０１を使用してもよい。アクセスネットワー
ク１０１は、アクセス端末１０４とデータ通信するために順方向トラヒックチャネル２０
３を使用してもよい。アクセス端末１０４において、オープン状態を終了するために、ア
クセス端末１０４は、接続クローズメッセージをアクセスネットワーク１０１に送信して
もよい。アクセスネットワーク１０１は接続クローズメッセージを送信することにより、
オープン状態を閉じることを開始してもよい。アクセスネットワーク１０１は、接続クロ
ーズメッセージを送信した後、クローズ状態９０３に移動する。アクセス端末１０４は、
アクセスネットワーク１０１から接続クローズメッセージを受信した後、接続クローズメ
ッセージをアクセスネットワーク１０１に送信し、インアクティブ状態９５１に移動する
。アクセスネットワーク１０１は、アクセス端末１０４から接続クローズメッセージを受
信した後、クローズ状態９０３からインアクティブ状態９０１に移動する。
【００２２】
　アクセス端末１０４とアクセスネットワーク１０１は、オープン状態９５２、９０２の
期間、データを送受信するためにセットアップフェーズの期間に割当てられた通信リソー
スを使用してもよい。一実施の形態に従って、接続は、オープン状態９０２、９５２の期
間、ビジーオープン状態にあってもよいし、アイドルオープン状態にあってもよい。接続
がビジーオープン状態にあるとき、データ交換は、アクセスネットワーク１０１とアクセ
ス端末１０４との間で、順方向リンクを介してまたは逆方向リンクを介してまたは両方を
介して生じる。交換すべきデータが無いとき、接続はアイドルオープン状態に遷移する。
アクセスネットワーク１０１またはアクセス端末１０４からの送信に対してデータが利用
可能になると、接続の状態がアイドルオープン状態からビジーオープン状態に遷移する。
【００２３】
　図９は、一実施の形態に従って、アクセス端末１０４におけるオープン状態９５２およ
びアクセスネットワーク１０１におけるオープン状態９０２のようなオープン状態におい
て、接続を維持するために使用可能なフローチャート１０００を図解する。フローチャー
ト１０００はアクセスネットワーク１０１内の接続コントローラ（図示せず）を介して実
施してもよい。ステップ１００１において、アクセスネットワーク１０１とアクセス端末
１０４はデータを送受信するためにビジーオープン状態において、オープン接続を有する
。データパケットはより小さなデータ単位に分解してもよい。この場合、データ単位は無
線リンク上で送信される。一実施の形態に従って、アクセスネットワーク１０１内のコン
トローラは、ステップ１００２において、オープン接続を介して送信されるべきまたは受
信されるべき何らかのデータ単位または何らかのさらなるデータパケットがあるかどうか
判断する。データ単位を送信または受信しないなら、ステップ１００３において、オープ
ン接続の状態がビジーオープン状態からアイドルオープン状態に変化する。他方、送信す
べきまたは受信すべきさらなるデータ単位またはデータパケットがあるなら、制御フロー
１０００はステップ１００１に戻る。一実施の形態に従って、アイドルオープン状態にお
けるオープン接続は関連する無活動タイマーを持つことが出来る。タイマーが満了する前
に、送信または受信のために何らかのデータが利用可能になるなら、制御フロー１０００
はデータを送受信するためにステップ１００１に戻る。この時点において、活動タイマー
を停止させてもよい。タイマーがステップ１００４で満了するなら、オープン接続は、接
続された状態プロトコルに従って閉じられ、そしてその接続に割当てられたリソースは、
恐らく将来入力される接続要求に割当てるために解放される。
【００２４】
　一実施の形態に従って、新しい接続を確立するために、アクセスネットワーク１０１に
おけるリソースマネージャはリソースの利用可能性を決定する。接続のセットアップがア
クセス端末１０４またはアクセスネットワーク１０１により開始されると、接続要求はリ
ソースの欠落により否定されるかもしれない。リソースの欠落は、多くの異なる理由の中
で、オープン状態において多数の接続を持つことにより作られる可能性がある。オープン
接続はアイドルオープン状態であり得る。接続がアイドルオープン状態にあるとき、割当
てられたリソースは利用されていない。なぜなら、割当てられたリソースは、アクセス端
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末１０４とアクセスネットワーク１０１との間のデータのフローに対して使用されていな
いからである。
【００２５】
　図１０は、一実施の形態に従って、アクセスネットワーク１０１において、リソースマ
ネージャにより使用されるフローチャート１１００を図解する。ステップ１１０１におい
て、リソースマネージャは通常動作モードにいることができる。通常、いくつかのオープ
ン接続が同時に存在する。いくつかのオープン接続がビジーオープン状態にいることがで
き、他はアイドルオープン状態にいることができる。一実施の形態に従って、アイドル状
態にあるオープン接続はそれぞれの無活動タイマーを実行している。新しい接続を開くた
めの要求が到来すると、リソースマネージャはステップ１１０２において、割当てのため
にいずれかのリソースが利用可能かどうかチェックする。利用可能なリソースが無いとき
、リソースマネージャはステップ１１０３において、その接続要求を否定し、制御フロー
はステップ１１０１に戻る。他方、一実施の形態において、利用可能なリソースがあれば
、リソースマネージャはステップ１１０４において接続を開くための要求を受け入れ、そ
して接続セットアップルーチンにおいて、リソースを新しい接続に割当てる。従って、制
御フローはリソースマネージャのためにステップ１１０１にループバックする。
【００２６】
　図１１は、一実施の形態に従って、過負荷状況下で、効率的なリソース管理のためにリ
ソースマネージャにより使用されるためのフローチャート１２００を図解する。フローチ
ャート１２００は一実施の形態に従って、アクセスネットワーク１０１において実施して
もよい。ステップ１２０１において、リソースマネージャは通常動作状態にある。通常動
作状態において、アクセスネットワーク１０１は、ビジーオープン状態およびアイドルオ
ープン状態において、リソースをいくつかの接続に割当てた状態になっていてもよい。新
しい接続をセットアップするための要求が検出されると、リソースマネージャはステップ
１２０２において、なんらかの利用可能なリソースをチェックする。利用可能なリソース
が検出されるなら、リソースマネージャはステップ１２０７において、利用可能なリソー
スを新しい接続に割当てる。その次に、制御フロー１２００はステップ１２０１に移動す
る。ステップ１２０２において、利用可能なリソースが検出されないなら、制御フローは
ステップ１２０３に移動し、何らかの接続がアイドルオープン状態にあるかどうかチェッ
クする。１つ以上のオープン接続がアイドルオープン状態にあってもよい。アイドルオー
プン状態にある各オープン接続は、関連する無活動タイマーを有するであろう。リソース
マネージャはステップ１２０５において、アイドルオープン状態にある接続の少なくとも
１つを解放することを決定してもよい。ステップ１２０６において、アイドル状態にある
選択されたオープン接続に割当てられたリソースは解放され、そしてステップ１２０７に
おいて、解放されたリソースは新しい接続に割当てられる。
【００２７】
　一実施の形態に従って、アイドルオープン状態にある２以上の接続がステップ１２０３
において検出されると、リソースマネージャは、アイドルオープン状態にある検出された
接続のいづれかを解放するためにランダムな選択に基づいて決定してもよい。あるいは、
一実施の形態に従って、コントローラは、選択のためのいくつかの基準を使用することが
できる。例えば、最も長いアイドル時間を有した接続または所定の期間より長いアイドル
時間を有した接続のグループから選択された１つの接続が解放のために選択するようにし
てもよい。さらに一実施の形態に従って、アイドル状態にある接続は、接続がビジーおよ
びアイドルオープン状態にあった結合された期間である期間に基づいて解放のために選択
するようにしてもよい。一実施の形態に従って解放のためにアイドル状態にある接続する
ための選択の基準は、解放時間の前の所定時間に大量のデータを転送するために使用した
接続を選択すること、または解放時間前の所定期間に少なくとも所定量のデータを転送す
るために使用した接続のグループから選択された接続を含むようにしてもよい。この所定
の期間は接続がオープン状態にあった以来の期間であってよい。データ量は種々の実施の
形態に従って、順方向リンク、または逆方向リンクまたは両方の集合を介して送信された
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データ量であってよい。
【００２８】
　一実施の形態に従って、アイドルオープン状態にある接続が検出されず、すべての接続
がビジーオープン状態にあるなら、リソースマネージャはステップ１２０４において、解
放のためにビジーオープン状態にある接続の１つを選択する。一実施の形態に従って、ス
テップ１２０６において、選択された状態に割当てられたリソースが解放され、ステップ
１２０７において、解放されたリソースは新しい接続に割当てられる。一実施の形態に従
って、リソースマネージャは、ステップ１２０４において接続を解放するためのランダム
な選択に基づいて、ビジー状態にあるすべての接続から選択するようにしてもよい。一実
施の形態に従って、リソースマネージャはその選択のためにいくつかの基準を使用しても
よい。例えば、ビジーオープン状態にある最も長い時間を有した接続、または所定の期間
より長いビジーオープン時間を有した接続のグループから選択された接続が解放のために
選択されるようにしてもよい。さらに、一実施の形態に従って、ビジーオープン状態にあ
る接続は、接続された状態プロトコルのオープン状態に接続があった期間に基づいて解放
のために選択されるようにしてもよい。接続がオープン状態にあってよい期間は、一実施
の形態に従って、接続がビジーオープン状態およびアイドルオープン状態にあった結合さ
れた期間に基づいて決定される。解放のためにビジーオープン状態にある接続を選択する
ための基準は、一実施の形態に従って、所定の期間に、最大量のデータ送信した接続を選
択することを含んでよい。所定の期間は、一実施の形態に従って、解放時間の前のある期
間であってよい。接続は、所定の時間に所定のデータ量以上に送信した接続のグループか
ら選択するようにしてもよい。所定の期間は、接続がセットアップされてからの時間であ
ってよい。データ量は、種々の実施の形態に従って、順方向リンク、または逆方向リンク
、または両方の集合を介して送信されるデータであってよい。
【００２９】
　あるいは、ステップ１２０３において、ビジーオープン状態またはアイドルオープン状
態にある、何らかの接続は、一実施の形態に従って、ランダム選択に基づいて、またはこ
こに記載した他の基準と同様の基準に基づいて解放のために選択されるようにしてもよい
。
【００３０】
　概説するならば、一実施の形態に従って、データの通信のための通信システムにおいて
、方法と装置は、過負荷状況下で、通信リソースの効率的な割当てを提供する。図１２は
、利用可能な空きのリソースが無いとき、ユーザに通信リソースを割当てるための、一実
施の形態に従うフローチャートを描写する。ステップ１３０１において、ユーザがデータ
を通信するための接続を開く要求が検出される。ステップ１３０２において、オープン接
続が選択される。ステップ１３０３において、選択されたオープン接続が解放される。ス
テップ１３０４において、選択されたオープン接続を解放することに基づいて解放される
リソースに対応する通信リソースがユーザに割当てられる。選択されたオープン接続は、
一実施の形態に従ってアイドルオープン状態またはビジーオープン状態にあってもよい。
それゆえ、選択されたオープン接続は、一実施の形態に従ってアイドルオープン状態にあ
り、そして、選択されたオープン接続は、他の実施の形態に従って、ビジーオープン状態
にある。
【００３１】
　ステップ１３０２において、オープン接続が通信システム内のアイドルオープン状態に
あるかどうかを判断する必要があるかもしれない。すべての接続の中で、オープン接続が
アイドルオープン状態にあると判断されるなら、解放のための選択されたオープン接続は
アイドルオープン状態にある決定されたオープン接続である。２以上のオープン接続がア
イドルオープン状態にあるなら、最長のアイドルオープン接続時間を有するオープン接続
がアイドルオープン状態にある２以上のオープン接続から決定される。解放のための選択
されたオープン接続は、一実施の形態に従って、最長のアイドルオープン状態接続を有す
る決定されたオープン接続である。



(13) JP 4409173 B2 2010.2.3

10

20

30

40

50

【００３２】
　あるいはまたはさらに、一実施の形態に従って、オープン接続は、所定の期間に送信さ
れるデータ量に基づいてアイドルオープン状態にある２以上のオープン接続から決定され
る。選択されたオープン接続は、所定の期間に最大量のデータを送信した接続であってよ
い。所定の時間は接続期間であってよい。データ量は、順方向リンクまたは逆方向リンク
、または両方の集合を介して送信されたデータであってよい。
【００３３】
　あるいは、またはさらに最長の結合されたアイドルオープン状態接続時間およびビジー
オープン状態接続時間を有するオープン接続は、アイドルオープン状態にある２以上のオ
ープン接続から決定される。選択されたオープン接続は、最長の結合されたアイドルオー
プン状態接続時間およびビジーオープン状態接続時間を有した決定されたオープン接続で
あってよい。
【００３４】
　あるいはまたはさらに、オープン接続の選択は、一実施の形態に従って、アイドルオー
プン状態にある２以上のオープン接続からのランダムな選択に基づいていてよい。
【００３５】
　ステップ１３０２において、オープン接続がビジーオープン状態にあり、オープン接続
がアイドルオープン状態にないかを判断する必要があるかもしれない。選択されたオープ
ン接続は一実施の形態に従って、ビジーオープン状態にあるオープン接続である。
【００３６】
　あるいはまたはさらに、一実施の形態に従って、最長ビジーオープン状態接続時間を有
するオープン接続は２以上のオープン接続から決定される。選択されたオープン接続は最
長ビジーオープン状態接続時間を有した２以上のオープン接続から決定された接続であっ
てよい。
【００３７】
　あるいはまたはさらに、オープン接続は、所定の期間にわたって送信されたデータ量に
基づいて２以上のビジーオープン接続から決定される。選択されたオープン接続は、所定
の期間に最大データ量を送信するために使用される決定されたオープン接続である。接続
のための所定の期間は、接続がオープンであった期間であってよい。所定の期間は、前記
所定の期間にそのデータ量を送信するために使用される２以上のオープン接続からそのオ
ープン接続を決定する直前の期間であってよい。
【００３８】
　あるいはまたはさらに、一実施の形態に従って、オープン接続は、最長の結合されたア
イドルオープン状態接続時間およびビジーオープン状態接続時間を有した２以上のオープ
ン接続から決定される。選択されたオープン接続は、最長の結合されたオープン状態接続
時間およびビジーオープン状態接続時間を有した決定された接続である。
【００３９】
　ステップ１３０２において、少なくともオープン接続がビジーオープン状態にあり、す
くなくともオープン接続がアイドルオープン状態にあるかどうか判断する必要があるかも
しれない。一実施の形態に従う選択されたオープン接続は決定されたオープン接続の１つ
であってよい。オープン接続のリストがビジーオープン状態にある２以上のオープン接続
と、アイドルオープン状態にある２以上のオープン接続を含むなら、オープン接続は、最
長のアイドルオープン状態接続時間を有する２以上のオープン接続から決定される。選択
されたオープン接続は、最長のアイドルオープン接続時間を有する決定されたオープン接
続である。
【００４０】
　あるいはまたはさらに、一実施の形態に従って、オープン接続は、最長のビジーオープ
ン状態接続時間を有する２以上のオープン接続から決定される。選択されたオープン接続
は、最長のビジーオープン状態接続時間を有する決定されたオープン接続である。あるい
はまたはさらに、オープン接続は、２以上のオープン接続から決定される。決定されたオ
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ープン接続は、所定の期間に所定のデータ量を送信するために使用される。選択されたオ
ープン接続は、所定の期間に所定のデータ量を送信するために使用される決定されたオー
プン接続である。所定のデータ量は、ビジーオープン状態およびアイドルオープン状態に
ある２以上のオープン接続のユーザによって送信されるデータの最大量であってよい。期
間は接続期間または、所定の期間に所定のデータ量を送信するために使用される２以上の
オープン接続からオープン接続を決定する直前の期間であってよい。
【００４１】
　さらにまたはあるいは、一実施の形態に従って、オープン接続は２以上のオープン接続
から決定される。決定されたオープン接続は、所定の期間に所定のデータレートでデータ
を送信するために使用される。選択されたオープン接続は、所定の期間に所定のデータレ
ートでデータを送信するために使用される２以上のオープン接続からの決定されたオープ
ン接続である。所定のデータレートは、２以上のオープン接続のユーザにより使用される
最高のデータレートである。所定の期間は、所定の期間に所定のデータレートでデータを
送信するために使用される２以上のオープン接続からオープン接続を決定する直前の期間
であってよい。
【００４２】
　あるいはまたはさらに、一実施の形態に従って、オープン接続は、最長の結合されたア
イドルオープン状態接続時間およびビジーオープン接続時間を有する２以上のオープン接
続から決定される。選択されたオープン接続は、最長の結合されたオープン状態接続時間
およびビジーオープン状態接続時間を有する決定された接続である。
【００４３】
　図１３は、アクセスネットワーク１０１における接続を制御するための一実施の形態に
従うコントローラ１４００の一般的なブロック図である。コントローラ１４００は、接続
マネージャ１４０１およびチャネルリソースマネージャ１４０２を含んでいてよい。接続
マネージャ１４０１は、多数の独立した接続コントローラ１４０３Ａ－Ｎの割当て／割当
て解除を制御する。接続コントローラ１４０３はアクセス端末１０４とアクセスネットワ
ーク１０１との間の接続の種々の観点を制御する。制御観点は、アクセス端末１４０７Ａ
－Ｎとデータネットワーク１４０４との間のデータパケットの流れを制御することを含む
。他の制御観点は、移動度管理、ソフトハンドオフ、ハードハンドオフ、および無線リン
クプロトコルを含んでいてよい。チャネルリソースマネージャ１４０２は、多数のチャネ
ルリソース１４０５Ａ－Ｎを制御する。チャネルリソース１４０５Ａ－Ｎは、データキュ
ーイング(queuing)機能、変調機能、復調機能および復号機能を含んでいてよい。順方向
において、チャネルリソース１４０５Ａ－１４０５Ｎはスケジューラー１４０６とインタ
ーフェースしてもよい。スケジューラー１４０６はどの接続をサービスするかを決定し、
アクセス端末１４０７Ａ－Ｎ内の１つのアクセス端末に時分割ベースで送信されるリソー
ス１４０５Ａ－Ｎからのデータ単位をスケジュールする。オープン接続は、接続コントロ
ーラ１４０３Ａ－１４０３Ｎからの１つの接続コントローラと、リソース１４０５Ａ－１
４０５Ｎからの１つのチャネルリソースが接続に割当てられる、アクセス端末１４０７と
データネットワーク１４０４との間の接続として見ても良い。一実施の形態に従って、チ
ャネルリソースマネージャ１４０２は、リソース１４０５Ａ－１４０５Ｎ内の各チャネル
リソースの（破線で示された）割当て／割当て解除を制御し、接続マネージャ１４０１は
接続コントローラ１４０３Ａ－１４０３Ｎ内の各接続コントローラの（破線で示されるよ
うに）割当て／割当て解除を制御する。接続のための要求が受信されると、接続マネージ
ャ１４０１は接続コントローラ１４０３を接続に割当てる。この時点において、割当てら
れた接続コントローラは接続の制御する観点を引き継ぐ。接続コントローラ１４０３はチ
ャネルリソース１４０５を接続に割当てるためにチャネルリソースマネージャ１４０２と
通信する。リソース１４０５が割当てられると、接続コントローラ１４０３は、アクセス
端末１４０７Ａ－Ｎからデータネットワーク１４０４に接続経路を構築するために選択さ
れたリソース１４０５と直接通信する。各チャネルリソース１４０５Ａ－Ｎにより実行さ
れる機能は、順方向無線リンクを介してアクセス端末に送信するためにデータを変調し、
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逆方向リンクを介して受信されたデータを復調／復号することを含んでよい。留意すべき
は、接続マネージャ１４０１の物理ロケーションおよびチャネルリソースマネージャ１４
０２は実装に応じて変化してもよい。
【００４４】
　すべてのチャネルリソース１４０５Ａ－１４０５Ｎがオープン接続により使用され、接
続のための要求が検出されるとき、チャネルリソースマネージャ１４０２は接続の１つお
よび解放のために関連した割当てられたリソースを選択してもよく、そして、新しい接続
のデータフローに関連する機能を実行するために解放されたリソースを割当てても良い。
一実施の形態に従って、選択されたオープン接続はアイドルオープン状態またはビジーオ
ープン状態にあってもよい。より多くの接続がオープン状態にあるなら、接続は、ここに
記載した基準に基づいて選択するようにしてもよい。
【００４５】
　　接続が解放されると、接続に割当てられたチャネルリソース１４０５Ａ－Ｎおよび接
続制御リソース１４０３Ａ－Ｎは解放される。
【００４６】
　過負荷状態に到達したとき、すなわち割当てのための利用可能なチャネルリソースがこ
れ以上ないとき、または利用可能なチャネルリソースが制限されているときを決定するた
めに、チャネルリソースマネージャ１４０２はいくつかの技術を採用することができる。
一実施の形態に従って、方法は、システムインストレーション中に構成される、あらかじ
め設定された数の、チャネルあたりの最大接続を確立することを含んでも良い。そのよう
な数のあらかじめ設定された数の接続に到達すると、チャネルリソースマネージャ１４０
２はチャネルが過負荷状態にあるまたは制限に到達したと見なすことができる。代わりの
方法またはさらに、一実施の形態に従って、逆方向リンクの負荷を監視するようにしても
よい。負荷があるしきい値を越えると、チャネルは過負荷であると見なすことができる。
一実施の形態において、これは逆方向リンクビジーデータビットを監視することにより達
成することができる。ビジーデータビットの時間の一部分が所定の時間窓に対して設定さ
れ、しきい値を超えると、チャネルは過負荷であると見なすことができる。しきい値はあ
らかじめ決定するようにしてもよい。過負荷状態またはチャネルリソースの制限された利
用可能性は他の要因に基づいて決定するようにしてもよい。例えば、逆方向リンクパイロ
ットチャネル、補足チャネル、データレート制御チャネル、または逆方向リンク電力制御
サブチャネルのようなオーバーヘッド上の活動レベルは過負荷条件を決定することができ
る。さらに、またはあるいは、過負荷条件は電力制御チャネルの利用、または順方向リン
ク信号の電力レベル上のヘッドルーム(headroom)の欠落に基づいて決定することができる
。
【００４７】
　ここに記載したアルゴリズムに従って解放のための接続を決定するために、チャネルリ
ソースマネージャ１４０２は、接続時間（接続が開いた期間）、順方向に送信されたデー
タバイトの量、逆方向に送信されたデータバイトの量、およびアイドルタイム（順方向ま
たは逆方向にデータが無いとき）のような達成度の尺度を推定するようにしてもよい。こ
れらは、チャネルリソース１４０５Ａ－Ｎにおいて、収集することができ、周期的にチャ
ネルリソースマネージャ１４０２に更新することができる。さらに、またはあるいは、解
放のための接続はユーザに対するサービス程度に基づいて選択するようにしてもよい。低
いサービス程度を有する候補は高いサービス程度を有する候補に有線して解放のために選
択するようにしてもよい。
【００４８】
　ここでは、アクセス端末（ＡＴ）と呼ばれるＨＤＲ加入者局は移動性または固定であっ
てよく、１つ以上のＨＤＲ基地局と通信するようにしてもよい。アクセス端末は、データ
パケットを送受信する。アクセスネットワークは複数のアクセス端末の間でデータパケッ
トを送信するようにしてもよい。アクセスネットワークは、企業イントラネットまたはイ
ンターネットのようなアクセスネットワーク以外のさらなるネットワークにさらに接続し
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てもよく、各アクセス端末と外部ネットワークとの間でデータを送信するようにしてもよ
い。アクセス端末は、例えば光ファイバまたは同軸ケーブルを用いて無線チャネルまたは
有線チャネルを介して通信する何らかのデータ装置であってよい。アクセス端末はさらに
、ＰＣカード、コンパクトフラッシュ、外部モデムまたは内部モデム、無線電話または有
線電話のような多数のタイプの装置のいずれかであってよい。
【００４９】
　当業者は、情報および信号は、さまざまな異なる科学技術および技法を用いて表しても
よいことを理解するであろう。例えば、上述した記述全体を通して参照されるかもしれな
いデータ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、記号、およびチップは、電圧、電流、
電磁波、磁界、磁性粒子、光学界、または光学粒子またはそれらの組合せにより表すこと
ができる。当業者はさらに、ここに開示した実施の形態に関連して記載した種々の実例と
なる論理ブロック、モジュール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウエ
ア、コンピュータソフトウエアまたは両方の組合せで実施できることを理解するであろう
。このハードウエアとソフトウエアの互換性を明瞭に説明するために、種々の実例となる
部品、ブロック、モジュール、回路、およびステップが一般にそれらの機能性の観点から
上に記載された。そのような機能性がハードウエアまたはソフトウエアとして実現される
かは特定のアプリケーションおよび全体のシステムに課せられた設計制約に依存する。熟
達した職人は、各特定のアプリケーションに対して記載した機能性を変形した方法で実施
することができるが、そのような実施の判断は、この発明の範囲を逸脱するものとして解
釈されるべきでない。
【００５０】
　ここに開示された実施の形態に関連して記載された種々の実例となる論理ブロック、モ
ジュール、および回路は、汎用プロセッサ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、特
定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）
または他のプログラマブル論理装置、ディスクリートゲートまたはトランジスタロジック
、ディスクリートハードウエアコンポーネント、またはここに記載した機能を実行するよ
うに設計されたいずれかの組合せを用いて実施または実行することができる。汎用プロセ
ッサは、マイクロプロセッサであってよいが、別の方法では、プロセッサは、いずれかの
一般的なプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、またはステートマシンであ
ってよい。プロセッサはまた、計算装置の組合せとしても実施できる。例えば、ＤＳＰと
マイクロプロセッサの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと協力した１つ以
上のマイクロプロセッサまたはいずれかの他のそのような構成として実施することもでき
る。
【００５１】
　ここに開示された実施の形態に関連して記載された方法またはアルゴリズムのステップ
は、ハードウエアにおいて、プロセッサにより実行されるソフトウエアモジュールにおい
て、または両者の組合せにおいて直接具現化することができる。ソフトウエアモジュール
は、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭ
メモリ、レジスタ、ハードディスク、脱着可能ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、または技術的に
知られているその他のいずれかの形態の記憶媒体に存在することができる。例示記憶媒体
は、プロセッサに接続される。そのようなプロセッサは記憶媒体から情報を読み出し、記
憶媒体に情報を書き込むことができる。別の方法では、記憶媒体は、プロセッサに集積可
能である。プロセッサと記憶媒体はＡＳＩＣに存在してもよい。ＡＳＩＣはユーザ端末に
存在してもよい。別の方法では、プロセッサと記憶媒体はユーザ端末内のディスクリート
コンポーネントとして存在してもよい。
【００５２】
　好適実施の形態の上述の記載は当業者がこの発明を製作または使用することを可能にす
るために提供される。これらの実施の形態に対する種々の変更は当業者には容易に明白で
あろう、そしてここに定義される包括的原理は発明力の使用なしに他の実施の形態に適用
可能である。従って、この発明は、ここに示した実施の形態に限定されることを意図した
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きである。
【図面の簡単な説明】
【００５３】
【図１】図１は、無線データ通信システムの種々のブロックを図解する。
【図２】図２は、無線データ通信システムにおける順方向チャネル構造を図解する。
【図３】図３は、無線データ通信システムにおける逆方向チャネル構造を図解する。
【図４】図４は、無線データ通信システムにおいて、大気中インターフェースを介するた
めの通信プロトコルスタックを図解する。
【図５】図５は、無線データ通信システムにおけるアクセスネットワークおよびアクセス
端末におけるセッション構成プロトコルの動作状態を図解する。
【図６】図６は、大気中リンク管理プロトコルに従うアクセスネットワークおよびアクセ
ス端末において動作状態を図解する。
【図７】図７は、アイドル状態プロトコルの種々の状態を図解する。
【図８】図８は、接続状態プロトコルの種々の状態を図解する。
【図９】図９は、解放状態において接続を維持するためのフローチャートを図解する。
【図１０】図１０は、リソースの割当てのためにアクセスネットワークにおいて、リソー
スマネージャによる使用のためのフローチャートを図解する。
【図１１】図１１は、過負荷条件下で効率的なリソース管理のためのリソースマネージャ
による使用のためのフローチャートを図解する。
【図１２】図１２は、利用可能な空きリソースが無いとき、ユーザに通信リソースを割当
てるためのフローチャートを描写する。
【図１３】図１３はアクセスネットワークにおける接続を制御し管理するためのコントロ
ーラのブロック図を描写する。

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】 【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】 【図１３】
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